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礼儀と感謝の心!!

2010年（平成22年）4月10日第35号

に
、「
か
く
た
ん
吸
引
」
と
「
経

管
栄
養
（
胃
ろ
う
）」
が
認
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。「
か

く
た
ん
吸
引
」
は
理
学
療
法
士

や
作
業
療
法
士
な
ど
に
も
認
め

ら
れ
る
方
向
で
あ
り
、
医
療
の

初
期
的
・
基
礎
的
領
域
を
担
う

「
特
定
看
護
師
」
資
格
の
導
入
も

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
次
に
は
、

基
礎
的
医
行
為
を
「
生
活
医
行

為
」
と
い
っ
た
区
分
に
よ
っ
て

明
確
化
し
、
介
護
福
祉
士
業
務

と
し
て
位
置
づ
け
て
い
か
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

時
代
と
と
も
に
、
制
度
も
職
権

も
大
き
く
変
わ
り
ま
す
が
、
変
わ

ら
な
い
の
は
、
人
の
命
を
あ
ず
か

る
職
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
命
は

何
よ
り
も
重
く
、「
命
大
切
」
は
普

遍
の
真
理
で
す
。
こ
の
普
遍
の
真

理
を
胸
に
刻
み
、
専
門
性
と
人
間

性
を
陶
冶
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

同
様
に
「
教
育
」
も
重
要
な

テ
ー
マ
で
あ
り
、
人
間
形
成
に

と
っ
て
は
、
３
・
４
・５
歳
と
い
う

時
期
の
過
ご
し
方
が
と
て
も
大

切
で
す
。
こ
の
時
期
に
お
け
る
教

育
環
境
格
差
を
な
く
し
、
す
べ
て

の
子
ど
も
た
ち
に
質
の
高
い
幼

児
教
育
が
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
閣
議
決
定
さ
れ

た
「
子
ど
も
・
子
育
て
ビ
ジ
ョ
ン
」

で
は
、
待
機
児
童
解
消
を
め
ざ

し
、
5
カ
年
計
画
で
26
万
人
の

保
育
所
整
備
が
掲
げ
ら
れ
て
お

り
、
保
育
士
と
幼
稚
園
教
諭
の

両
資
格
を
持
ち
、
教
育
力
を
発

揮
で
き
る
人
財
は
重
用
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

参
議
院
議
員
と
し
て
当
時
の

小
泉
総
理
大
臣
に
提
言
し
、
平

成
18
年
9
月
9
日
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
・
ヘ
ル
シ
ン
キ
に
て
署
名
さ

れ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
の
経
済
連

携
協
定
（
E
P
A
）
に
よ
り
、

本
学
に
初
の
就
学
コ
ー
ス
と
し

て
１
７
名
の
介
護
福
祉
士
候
補

生
を
迎
え
て
い
ま
す
。
就
学
コ
ー

ス
に
先
ん
じ
て
昨
年
ス
タ
ー
ト

し
た
就
労
コ
ー
ス
、
ま
た
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
と
の
E
P
A
に
よ

る
就
労
コ
ー
ス
も
２
年
目
を
迎

え
、
健
祥
会
グ
ル
ー
プ
の
各
施
設

に
は
、
合
計
45
名
の
優
秀
な
ア
ジ

ア
の
人
材
が
就
労
し
、
共
生
職
場

づ
く
り
が
す
す
ん
で
い
ま
す
。
そ

し
て
、
今
後
、
介
護
・
リ
ハ
ビ
リ

先
進
国
日
本
の
介
護
・
医
療
・
リ

ハ
ビ
リ
の
技
術
は
、
輸
出
品
と
し

て
ア
ジ
ア
の
高
齢
化
を
支
え
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

時
代
は
動
い
て
い
ま
す
。
新
し

い
時
代
の
介
護
福
祉
士
・
理
学
療

法
士
・
作
業
療
法
士
、
そ
し
て
保

育
士
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
常
に

自
ら
に
問
い
、
５
年
後
10
年
後
を

描
き
な
が
ら
、
こ
の
徳
島
健
祥
会

福
祉
専
門
学
校
で
成
長
し
て
く
だ

さ
い
。
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
必
須

の
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
」

と
「
礼
儀
と
感
謝
の
心
」
を
し
っ

か
り
身
に
つ
け
、
二
十
一
世
紀
を

支
え
る「
専
門
性
」を
磨
い
て
い
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

風
光
る
、
春
の
佳
き
日
、
平
成

21
年
度 

第
13
回 

徳
島
健
祥
会
福

祉
専
門
学
校
卒
業
式
が
、
健
祥
会

パ
ー
ト
ナ
ー
で
盛
大
か
つ
厳
粛
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
介
護
福
祉
学
科

24
名
、
理
学
療
法
学
科
43
名
、
作

業
療
法
学
科
39
名
、
計
１
０
６
名

の
卒
業
生
の
門
出
を
祝
し
、来
賓
、

在
校
生
、
保
護
者
を
合
わ
せ
て
、

約
３
０
０
名
が
列
席
し
ま
し
た
。

　

理
事
長
告
辞
で
は
中
村
博
彦
理

事
長
か
ら
、「
専
門
性
・
科
学
性

の
確
立
に
よ
り
、
負
担
の
少
な
い

介
護
、
高
品
質
介
護
を
め
ざ
さ
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。
現
場
力
が
新
し

い
介
護
の
時
代
を
つ
く
る
、
ま
さ

に
介
護
現
場
革
命
の
と
き
な
の
で

す
」
と
熱
意
溢
れ
る
言
葉
を
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

続
く
校
長
式
辞
で
は
、
齋
藤
史

郎
学
校
長
は
「
卒
業
生
諸
君
が
健

康
を
積
み
知
識
を
積
み
知
恵
を
働

か
せ
て
、
人
間
と
自
然
が
共
生
で

き
る
未
来
を
築
き
あ
げ
て
ゆ
く
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。」
と
人

間
の
無
限
の
可
能
性
を
説
き
、
激

励
い
た
し
ま
し
た
。

　

在
校
生
代
表
送
辞
で
は
、
作
業

療
法
学
科
２
年 

上
田
智
美
さ
ん

が
、「
諸
先
輩
か
ら
い
た
だ
い
た

心
と
心
の
伝
統
を
受
け
継
い
で

い
き
ま
す
」
と
贐
の
言
葉
を
述

べ
、
答
辞
で
は
、
理
学
療
法
学

科 

卒
業
生 

長
谷
川
星
耶
さ
ん
が
、

三
年
間
の
学
生
生
活
を
振
り
返

り
、
楽
し
か
っ
た
こ
と
や
苦
し

か
っ
た
こ
と
を
友
人
と
共
に
分
ち

合
い
、
励
ま
し
あ
っ
て
き
た
こ
と

を
涙
な
が
ら
に
語
り
、
参
列
者
一

人
ひ
と
り
の
心
を
打
ち
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
健
祥
会
の
歌
斉
唱
」

で
は
、
大
戸
井
啓
子
先
生
の
力
強

い
ピ
ア
ノ
の
旋
律
に
合
わ
せ
、
卒

業
生
の
思
い
出
の
映
像
が
流
れ
、

卒
業
生
は
そ
れ
ぞ
れ
本
校
で
の
思

い
出
を
回
想
し
、
巣
立
っ
て
い
き

ま
し
た
。

　

本
校
の
卒
業
式
は
開
校
以
来
伝

統
を
重
ん
じ
た
厳
粛
な
式
典
を
習

わ
し
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
卒

業
生
が
生
涯
忘
れ
ら
れ
な
い
感
動

と
し
て
こ
の
日
を
心
に
刻
み
、
本

校
の
卒
業
生
と
し
て
の
誇
り
と
母

校
愛
を
持
ち
続
け
る
福
祉
・
医
療

人
に
な
っ
て
欲
し
い
と
い
う
想
い

に
他
な
り
ま
せ
ん
。
今
回
で
、
第

十
三
回
を
迎
え
る
本
校
の
卒
業
式

は
、
ま
さ
に
こ
の
想
い
に
応
え
る

感
動
的
な
卒
業
式
と
し
て
、
列
席

し
た
す
べ
て
の
人
々
の
心
に
強

く
、
深
く
刻
み
込
ま
れ
ま
し
た
。

国
際
化
元
年
に
目
指
す
こ
と

学
校
長　

齋　
藤　
史　
郎

第13回
卒業式

現
場
力
が

新
し
い
時
代
を
つ
く
る
！

３
月
13
日　
健
祥
会
パ
ー
ト
ナ
ー

卒業生答辞

理事長賞

　

高
齢
社
会
に
お
い
て
、
健
康
は

最
も
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、「
健

康
」「
介
護
」「
医
療
」「
福
祉
」

こ
そ
、
新
し
い
社
会
の
キ
ー
ワ
ー

ド
で
す
。
こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
を
担

う
「
職
」
の
守
備
範
囲
は
今
、
大

き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

介
護
職
の
不
安
要
因
で
あ
っ
た

違
法
性
の
中
で
の
医
行
為
に
つ
い

て
、
平
成
16
年
、
参
議
院
議
員
と

し
て
の
厚
生
労
働
委
員
会
で
の
初

質
問
で
取
り
上
げ
て
以
来
、
違
法

性
の
解
消
を
強
く
求
め
て
来
ま
し

た
が
、
こ
の
ほ
ど
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
に
お
い
て
、
研
修
を
条
件

健
祥
会
グ
ル
ー
プ　

中
村　
博
彦

少
子
高
齢
社
会
は

「
専
門
職
」
像
を
か
え
る

　

新
入
生
諸
君
の
ご
入
学
を
心

か
ら
お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

本
校
は
昨
年
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

教
育
大
学
と
学
術
交
流
協
定
を

締
結
し
、
本
年
度
は
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
大
学
看
護
学
科
の
卒
業
生

17
名
を
介
護
福
祉
学
科
に
迎
え
、

教
育
と
人
材
に
関
わ
る
国
際
交

流
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し

た
。
教
職
員
に
と
り
ま
し
て
素

質
と
将
来
性
に
富
む
新
入
生
を

迎
え
た
こ
と
は
大
き
な
喜
び
で

あ
り
、
諸
君
が
信
頼
さ
れ
る
専

門
職
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
最
大
限
の
支
援
を
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

本
校
の
紹
介

　

有
意
義
な
学
校
生
活
を
送
る

た
め
に
は
、
学
校
の
活
動
内
容

講
義
と
実
習
の
学
び
方

　

４
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
基

礎
は
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で

の
心
と
体
の
し
く
み
の
理
解
に
あ

り
、
こ
れ
を
基
礎
と
し
て
介
護
福

祉
、
保
育
福
祉
、
ま
た
は
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
学
を
学
び
ま

す
。
た
だ
、
学
ぶ
範
囲
が
広
範
な

わ
り
に
修
学
期
間
が
短
い
た
め
、

入
学
当
初
か
ら
勉
強
に
専
念
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
積
極
的
に
勉

学
に
取
り
組
め
ば
学
問
の
楽
し
さ

が
わ
か
り
、
学
ん
だ
知
識
と
技
術

に
よ
っ
て
社
会
に
貢
献
で
き
る
と

い
う
喜
び
が
得
ら
れ
ま
す
。

専
門
職
に
求
め
ら
れ
る
資
質

　

専
門
の
知
識
、
技
術
の
ほ
か
に

求
め
ら
れ
る
の
は
豊
か
な
人
間
性

を
十
分
に
理
解
し
た
う
え
で
最

大
限
に
活
用
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
基
礎

科
目
と
専
門
科
目
か
ら
な
り
、

教
育
の
特
色
と
し
て
は
、
①
専

任
教
員
と
専
門
領
域
の
講
師
に

よ
る
少
人
数
教
育
、
②
学
内
の

実
習
施
設
・
設
備
の
充
実
、
③

豊
富
な
教
育
実
習
と
臨
床
実
習
、

④
入
学
か
ら
就
職
、
卒
後
教
育

に
至
る
ま
で
の
一
貫
し
た
指
導

シ
ス
テ
ム
、
⑤
活
発
な
国
際
交

流
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。従
っ

て
、
学
生
は
在
学
中
に
専
門
能

力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
及
び
国
際
性
を
身
に
付
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
国
家
試
験

合
格
率
と
就
職
率
も
き
わ
め
て

良
好
で
あ
り
ま
す
。

で
、
そ
の
基
礎
と
な
る
の
は
教
養

で
あ
り
、
倫
理
観
で
あ
り
、
そ
れ

を
伝
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
で
す
。
生
命
倫
理
の
原
点
は

「
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
誓
い
」
に
あ

り
ま
す
が
、
医
学
の
進
歩
に
つ
れ

て
生
命
倫
理
に
関
わ
る
問
題
が
生

じ
ま
す
の
で
、
在
学
中
に
生
命
倫

理
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
習
得
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
は
校
内
だ
け
で

な
く
教
育
実
習
や
臨
床
実
習
の
場

で
多
く
の
方
々
と
接
す
る
こ
と
に

よ
り
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。専

門
化
と
国
際
化
の
動
向

　

医
療
、
福
祉
、
幼
児
教
育
の
ど

の
分
野
で
も
、
学
問
の
進
歩
と
社

会
の
変
化
に
伴
っ
て
専
門
職
の
活

動
範
囲
は
拡
大
し
て
い
ま
す
。
理

学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
に
は
病

気
に
よ
る
機
能
障
害
の
治
療
だ
け

で
な
く
予
防
と
健
康
増
進
も
重
要

な
役
割
と
な
り
、
介
護
福
祉
士
に

は
認
知
症
な
ど
に
特
化
し
た
専
門

介
護
福
祉
士
と
い
う
職
域
、
保
育

士
に
は
乳
幼
児
の
保
育
と
教
育
を

一
元
化
し
た
活
動
分
野
が
ひ
ら
け

て
い
ま
す
。
外
国
か
ら
の
留
学
生

や
介
護
福
祉
士
候
補
生
と
の
交
流

は
相
互
に
良
い
刺
激
と
な
り
、
切

磋
琢
磨
の
機
会
が
得
ら
れ
ま
す
。

新
入
生
へ
の
期
待

　

今
年
度
の
新
入
生
は
高
校
新
卒

者
、
社
会
人
経
験
者
、
外
国
人
留

学
生
な
ど
多
様
な
構
成
と
な
り
、

進
化
に
よ
っ
て
生
物
の
多
様
性
が

生
じ
た
よ
う
に
、
背
景
と
な
る
思

想
や
異
文
化
の
理
解
に
役
立
つ
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
学
生
諸
君
は
若

さ
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
高
い
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
持
ち
、
将
来
に

確
か
な
目
標
と
多
く
の
可
能
性
を

秘
め
て
い
ま
す
。
希
望
を
抱
い
て

入
学
し
た
新
入
生
諸
君
が
、
在
学

中
に
で
き
る
か
ぎ
り
多
く
の
こ
と

を
学
び
経
験
を
積
ん
で
専
門
職
と

し
て
の
基
礎
を
作
り
、
実
り
多
い

学
生
生
活
を
送
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。



2010年（平成22年）4月10日第35号

～数あ
る出会いの中で～

　平成21年9月27日～ 10月5日までの9日間、20名の学生が、
ヨーロッパのドイツ、オーストリア・スイスの３カ国へ海外研
修旅行に行ってきました。
　ドイツでは、最先端の設備が整ったリハビリテーションセン
ターや高齢者福祉施設の視察を行いました。また、各学科別で
専門学校を訪問し、学生同士の交流を持つことができました。
どの学生も最初は戸惑いながらも、練習してきた英語とドイツ
語を使ってコミュニケーションに挑戦し、一生の思い出に残る
体験ができました。夜には、世界最大のビール祭りとして有名
なオクトーバーフェストに参加し、ドイツの文化に触れました。
　オーストリアでは、モーツァルトの生家やシェーンブルン宮
殿などの歴史的な建造物を見学。芸術の都であるウィーンでは
一日自由行動をとり、ショッピングや市内観光を楽しみました。
　最後に訪れたスイスでは、天候にも恵まれ、ヨーロッパ最高
地点の鉄道駅があるユングフラウヨッホに登りました。山の上
は、氷と雪に包まれた神秘的な世界です。日本では絶対に観る
ことのできない、最高の景色に感動しました。
　海外旅行がはじめての学生がほとんどで、旅のはじめは緊張
と不安を感じていました。しかし、どの学生も日本とヨーロッ
パの違いを自分の肌で直接感じることで、あっというまに目に
輝きが宿り、新しい刺激を楽しみながらどんどん成長していき
ました。帰国時には、すべての学生がひとまわり大きく感じら
れました。この海外研修旅行で経験した国際感覚が、これから
の学生の将来にきっと役立つときがくるでしょう。

【
６
月
】

５	

学
校
説
明
会
（
高
校
教
員
対
象
）

20	�

第
２
回
福
祉
・
医
療
の
シ
ゴ
ト

体
験
会

27	

後
援
会
役
員
会･

総
会

【
７
月
】

４	

第
１
回
１
日
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会

14	

見
学
実
習
（
介
護
１
A
・
１
B
）

18	�

ハ
ー
ト
夏
ま
つ
り

	

青
嵐
夏
ま
つ
り

19	

夏
ま
つ
り
阿
南

	

育
英
夏
ま
つ
り

20	

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
夏
ま
つ
り

21	�

見
学
実
習 

～
22

（
理
学
・
作
業
１
年
）

24	

夏
ま
つ
り
三
好

25	

夏
ま
つ
り
海
部

26	�

ハ
イ
ジ
夏
ま
つ
り

	

こ
ま
つ
し
ま
健
祥
会
夏
ま
つ
り

28	�

第
３
回
福
祉
・
医
療
の
シ
ゴ
ト

体
験
会

31	

夏
ま
つ
り
ノ
ー
ス
徳
島

【
８
月
】

１	

夏
季
休
業 

～
31

	

第
２
回
１
日
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会

	

平
成
二
十
一
年
年
度

【
４
月
】

４	�

入
学
式
・
平
成
20
年
度
卒
業
記

念 「
二
宮
金
次
郎
」
像 

除
幕
式

28	�

見
学
実
習

（
介
護
１
A
・
１
B
、
保
育
１
年
）

【
５
月
】

１	�

五
月
祭
（
介
護
１
A
・
１
B
、

介
護
２
年
、理
学・作
業
１
、２
年
）

８	

第
１
回
健
祥
会
時
間

９	�

第
１
回
福
祉
・
医
療
の
シ
ゴ
ト

体
験
会

11	�

長
期
臨
床
実
習
１
期 

～
７
／
11

（
理
学
・
作
業
３
年
）

	

参
加
実
習 ～

６
／
13
（
介
護
２
年
）

夏
ま
つ
り
美
馬

２	

健
祥
会
夏
ま
つ
り

３	

保
護
者
説
明
会

	

長
期
臨
床
実
習
２
期 

～
10
／
３

（
理
学
・
作
業
３
年
）

15	�

第
４
回
福
祉
・
医
療
の
シ
ゴ
ト

体
験
会

29	�

第
３
回
１
日
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会

【
９
月
】

１	�

前
期
定
期
試
験
開
始

	

（�

理
学
・
作
業
・
保
育
１
年
、
介

護
１・２
年
）

２	�

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受

講
試
験
対
策
学
習
会 

～
10
／
６

５	�

第
４
回
１
日
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学

会
（
ナ
イ
ト
）

12	�

第
５
回
福
祉
・
医
療
の
シ
ゴ
ト

体
験
会

25	

海
外
研
修
旅
行
壮
行
会

25
・
29　
介
護
実
習
Ⅰ
ー 

１

（
介
護
１
A
・
１
B
）

27	�

海
外
研
修
旅
行 

～
10
／
５

（
介
護
・
理
学
・
作
業
２
年
）

【
10
月
】

１	

後
期
授
業
開
始

７	�

介
護
福
祉
学
科
10
月
コ
ー
ス入学

式

25	

見
学
実
習
（
介
護
１
C
）

26	

海
外
研
修
旅
行
報
告
会

31	

学
校
祭　
第
１
回
公
開
講
座

【
11
月
】

１	�

学
校
祭　
第
５
回
１
日
キ
ャ
ン

パ
ス
見
学
会

３	�

第
６
回
福
祉
・
医
療
の
シ
ゴ
ト

体
験
会

７	�

解
剖
見
学
実
習
（
理
学
・
作
業

２
年
）

９	�

総
合
実
習 

～
12
／
５（
介
護
２
年
）

	
�

立
意
式

（
介
護
Ⅰ
年
、
理
学
・
作
業
２
年
）

	�

卒
業
論
文
発
表
会

（
理
学
・
作
業
３
年
）

21	

同
窓
会
総
会

24	�

臨
床
評
価
実
習 

～
12
／
12

（
理
学
・
作
業
２
年
）

24･

25　
兵
庫
県
立
総
合
リ
ハ
ビ
リ

　

�

テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー　
１
日
見

学
研
修
（
理
学
・
作
業
１
年
）

【
12
月
】

７	

介
護
実
習
Ⅰ 

ー 

２  

～
19

（
介
護
１
A
・
１
B
）

【
１
月
】

９	�

第
７
回
福
祉
・
医
療
の
シ
ゴ
ト

体
験
会

12	��

卒
業
試
験
（
理
学
・
作
業
３
年
）

13	�

総
合
実
習
発
表
会

（
介
護
１
、２
年
、
保
育
１
年
）

20	��

介
護
実
習
Ⅰ 

ー 

２
発
表
会

（
介
護
１
年
）

22	�

介
護
福
祉
士
国
家
試
験
対
策
講

座 

～
２
／
26

【
２
月
】

４	�

介
護
技
術
講
座 

～
３
／
６

（
キ
ャ
リ
ア
形
成
訪
問
指
導
事
業
）

６	�

長
期
臨
床
実
習
指
導
者
会
議

15	�

後
期
定
期
試
験
開
始

（
理
学
・
作
業
・
保
育
１
年
）

17	�

卒
業
試
験
（
介
護
２
年
）

22	�

後
期
定
期
試
験
開
始 

～
３
／
１

（
介
護
１
年
、
理
学
・
作
業
２
年
）

【
３
月
】

５	

卒
業
生
と
語
る
会

13	

卒
業
式
・
謝
恩
会

20	��

E
P
A
フ
ィ
リ
ピ
ン
介
護
福
祉

士
候
補
者
就
学
コ
ー
ス
入
校
・

入
寮
歓
迎
式

25	

合
格
者
説
明
会

平
成
二
十
二
年
度

【
４
月
】

10	

入
学
式

　

平
成
21
年
10
月
31
日
（
土
）・

11
月
１
日
（
日
）
の
両
日
に
わ

た
っ
て
開
催
さ
れ
た
、
第
14
回

徳
島
健
祥
会
福
祉
専
門
学
校
祭
。

学
生
主
体
で
企
画
・
運
営
が
行

わ
れ
る
秋
の
恒
例
行
事
で
す
。

「
絆 

～
数
あ
る
出
会
い
の
中
で

～
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
国
府

小
学
校
・
南
井
上
小
学
校
の
マ
ー

チ
ン
グ
バ
ン
ド
や
梅
若
啄
穂
博

氏
の
民
謡
・
蒼
竜
神
マ
ヴ
ェ
ル

ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー
・
修
斗
ボ
ク

シ
ン
グ
・
村
上
幸
二
郎
氏
に
よ

り
ま
す
口
笛
演
奏
・
国
府
地
区

婦
人
会
の
皆
様
を
迎
え
て

の
盆
踊
り
な
ど
、
素
晴
ら

し
い
秋
日
和
の
中
、
た
く

さ
ん
の
地
域
の
皆
様
の
ご

参
加
を
得
て
、
賑
や
か
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

●
文
化
講
演
会

10
月
31
日
（
土
）

　
「
行
列
の
で
き
る
法
律
相

談
所
」
な
ど
テ
レ
ビ
で
活

躍
中
の
弁
護
士
本
村
健
太

郎
氏
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

「
夢
を
あ
き
ら
め
ず
に
」
を

演
題
に
、
気
さ
く
な
お
人

柄
で
、
自
分
を
信
じ
る
力

が
夢
を
叶
え
さ
せ
て
く
れ

る
と
力
強
く
話
し
て
下
さ
い
ま

し
た
。

●
ス
ー
パ
ー
ラ
イ
ブ11

月
1
日
（
日
）

　
「
あ
い
の
り
」
の
主
題
歌
で
大
ブ

レ
イ
ク
し
た
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
の
川
嶋
あ
い
さ
ん
に
よ

る
ス
ー
パ
ー
ラ
イ
ブ
。
彼
女
の
優

し
い
歌
声
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
ば

か
り
か
、
全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ

た
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
ま
し
た
。

●
絆

　

実
行
委
員
長
で
あ
る
理
学
療

法
学
科
二
年
生
の
日
野
千
尋
さ

ん
を
中
心
に
、
新
た
な
学
科
も

増
え
、
数
多
く
の
出
会
い
の
中

で
、
よ
り
絆
を
深
め
よ
う
と
気

持
ち
を
込
め
た
学
校
祭
。
日
野

さ
ん
を
は
じ
め
実
行
委
員
た
ち

の
熱
い
思
い
が
通
じ
た
内
容
の

濃
い
学
校
祭
で
し
た
。

海外研修旅行報告

2009

イベント

ユングフラウヨッホ観光

恒例

IN

第14回 学校祭

多目的ホール「健祥会パートナー」

貴重なそして感動の体験を未来への糧として！
●介護福祉学科　●理学療法学科　●作業療法学科

求人倍率の高さは介護福祉士・理学療法士・作業療法士への
社会の期待を物語っています。
さらに専門性を高め社会の要請に応えていかねばなりません！

■理学療法学科 ■作業療法学科/第8期生
■介護福祉学科/第13期生

2009年度 卒業生進路状況
（平成22年3月31日現在）

介護福祉学科 求人倍率70倍以上 !!

作業療法学科 求人倍率30倍以上 !!
理学療法学科 求人倍率27倍以上 !!

　平成21年度の卒業生より、卒業記念品として、本館図書
室、１号館図書室にインターネット設備が寄贈されました。
　平成22年度、介護福祉学科に入学するフィリピンから
の介護福祉士候補者の日本語教育や専門教育の指導におお
いに活用できることと思います。
　今後も教職員一丸となり社会に求められる人材の育成
に、より一層努めてまいります。誠にありがとうございま
した。

平成21年度　卒業記念品

リハビリセンター視察

絆

ドイツ作業療法士養成校
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フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
の
介
護
福

祉
士
候
補
者
就
学
コ
ー
ス
の
17

名
は
、
半
年
間
の
日
本
語
研
修

を
終
了
し
、
３
月
20
日
、
健
祥

会
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
徳
島
に
入
寮
し

ま
し
た
。
今
春
か
ら
本
校
に
入
学

し
、
日
本
人
の
学
生
と
一
緒
に
介

護
福
祉
士
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

彼
ら
が
介
護
の
授
業
を
十
分
に

理
解
で
き
る
よ
う
、
日
本
語
の
授

業
も
行
い
ま
す
。
振
り
仮
名
付
の

教
材
を
使
用
し
、
専
門
用
語
も
日

本
語
の
授
業
で
学
び
な
が
ら
、
当

面
の
目
標
と
し
て
日
本
語
能
力
試

験
２
級
を
め
ざ
し
ま
す
。
そ
の
後

は
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
協
会
の

卒
業
時
共
通
試
験
の
合
格
を
目
標

に
学
習
を
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
健
祥
会
グ
ル
ー
プ
の
各

施
設
の
就
労
コ
ー
ス
の
介
護
福
祉

士
候
補
者
に
つ
い
て
は
、
１
週
間

に
１
回
、
日
本
語
教
師
が
施
設
で

の
巡
回
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
ス
カ
イ
プ
（
P
C

を
使
っ
た
テ
レ
ビ
電
話
）

に
よ
る
授
業
も
実
施
し
、

そ
れ
ぞ
れ
２
年
後
、
３
年

後
の
介
護
福
祉
士
国
家
試

験
合
格
に
向
け
て
、
本
校

で
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
き
ま
す
。

　

離
職
者
訓
練
生
と
し
て
「
介

護
福
祉
士
」
を
選
択
し
、
健
祥

会
福
祉
専
門
学
校
に
入
学
し
早

１
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
同
じ
志

を
持
っ
た
素
晴
ら
し
い
仲
間
に

囲
ま
れ
、
先
生
方
の
熱
心
な
御

指
導
の
も
と
専
門
的
知
識
、
技

術
は
も
と
よ
り
、
専
門
職
と
し

て
必
要
な
豊
か
な
感
性
、
人
間

性
と
い
っ
た
自
己
研
鑽
に
も
励

み
、
学
ぶ
こ
と
の
多
い
毎
日
で

す
。
私
た
ち
訓
練
生
は
社
会
人

経
験
者
と
い
う
だ
け
で
、
高
い

ハ
ー
ド
ル
を
課
せ
ら
れ
る
こ
と

が
多
い
で
す
。
で
も
こ
の
ハ
ー

ド
ル
を
超
え
て
こ
そ
、
卒
業
後
、

即
戦
力
と
な
る
「
介
護
福
祉
士
」

に
な
れ
る
と
思
い
ま
す
。
残
さ

れ
た
学
校
生
活
で
は
、
求
め
ら

れ
る
「
介
護
福
祉
士
」
に
近
づ

け
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
つ
も

り
で
す
。

フィリピンEPA就学生17名を代表いたしまして、皆様にご挨拶をもうしあ
げます。
わたしたちは、横浜AOTS研修センターから、ただいま到着いたしました。
これから２年間、徳島健祥会福祉専門学校で、お世話になります。いっしょ
うけんめい勉強します。そして、将来、健祥会の施設で、日本人やインドネ
シア人のなかまと共に、すばらしい介護をつくります。
また、りっぱな介護福祉士になって日本・フィリピンのかけ橋になれるよう
努力します。
最後に、日本フィリピンＥＰＡ協定の実現に、ご尽力いただき、わたしたち
のために『健祥会ステーション徳島』という、すばらしい寮や、すばらしい学
習環境をつくっていただいた中村理事長先生に、深く感謝をもうしあげ、わ
たしたちのごあいさつとさせていただきます。ありがとうございました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成22年3月20日

フィリピン就学生代表　　ステファニー・ケイトン

　

入
学
し
て
か
ら
卒
業
ま
で
の
道
の
り
は
本
当
に
長
く
険
し
い
も
の
で
し
た
。
特
に
国
家
試
験
勉
強

は
焦
り
と
不
安
と
の
戦
い
で
も
あ
り
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
方
法
で
勉
強
す
れ
ば
一
番
効
率
よ
く
理

解
で
き
る
か
な
ど
、
国
家
試
験
対
策
セ
ミ
ナ
ー
や
グ
ル
ー
プ
学
習
を
通
し
て
、
先
生
方
と
討
論
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
最
も
大
切
な
こ
と
は
、
受
け
身
に
な
ら
ず
積
極
的
に
質
問
す
る
こ
と

で
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
た
だ
与
え
ら
れ
る
だ
け
の
勉
強
で
は
何
の
理
解
も
得
ら
れ
ま

せ
ん
。
学
訓
に
あ
る
よ
う
に
一
つ
一
つ
の
課
題
に
疑
問
を
持
ち
、
観
察
眼
を
養
い
、
何
事
に
も
積
極

的
に
取
り
組
む
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

一
、二
年
生
の
皆
さ
ん
は
、
き
っ
と
今
、
自
分
が
何
を
す
べ
き
な
の
か
、
分
か
ら
な
い
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
私
達
も
そ
う
で
し
た
が
、
経
験
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、
定
期
試
験
や
臨
床

実
習
な
ど
で
は
、
決
し
て
諦
め
ず
、
努
力
と
忍
耐
で
一
つ
ひ
と
つ
の
事
を
懸
命
に
乗
り
越
え
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
言
う
こ
と
で
す
。
特
に
二
年
生
の
皆
さ
ん
は
こ
の
後
に
控
え
る
長
期
臨
床
実

習
で
得
ら
れ
る
知
識
が
、
国
家
試
験
・
就
職
後
の
臨
床
に
つ
な
が
る
こ
と
を
理
解
し
、
自
ら
進
ん

で
学
ぼ
う
と
す
る
意
欲
を
持
っ
て
臨
ん
で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
乗
り
越
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
壁
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
自
分
を
信
じ
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の

努
力
は
決
し
て
無
駄
に
は
な
ら
な
い
は
ず
で
す
。

　
最
後
に
、
私
た
ち
も
こ
の
三
年
間
で
学
ん
だ
こ
と
を
土
台
と
し
、
徳
島
健
祥
会
福
祉
専
門
学
校

の
名
に
恥
じ
ぬ
よ
う
、
大
き
く
飛
躍
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■アジアとの連携さらに強く深く！
	 �インドネシア教育大学(Universitas Pendidikan Indonesia ：略称UPI)と
学術協定締結

	� インドネシア教育大学は、全インドネシアの国立大学の中で、唯一学校名
に「教育」を持つ大学で、地区での中等教育機関の日本語教師の半数以上
が当大学の出身です。

	� スラバヤ国立大学、マナド国立大学など、高等教育機関にも多くの人材を
輩出しており、インドネシアにおける日本語教育の中心的・指導的存在で
す。2001年に、インドネシア初の日本語教育専攻修士課程が大学院に開
設されました。

	� 2009年9月9日（水）徳島健祥会福祉専門学校は、インドネシア教育大学
との学術協定を締結しました。これは、介護福祉の分野において、相互に
交流を図り、教育・研究の向上に資するためのものであり、アジアにおけ
る学術交流の範となるべく、共同研究を行うものです。

	� 健祥会30周年にあわせて、式典にはインドネシア教育大学から学長他の
関係者をお招きし、より一層、連携協力を深めていくことになっています。

■快適な住環境で迎えます　「健祥会ステーション徳島」落成
	� 平成22年３月14日に学生のための寮として「健祥会ステーション徳島」が

落成しました。初めの入居者はEPA協定によるフィ
リピンからの就学コース候補生17名。半年間の語学
研修を終え、3月20日に入寮式が行われました。

	� この宿舎から、介護福祉学科での学習や施設での研
修に出かけるとともに、地域との交流を通じて絆を
深め、日本の生活習慣も学んで行くことになります。

■介護ってすばらしい！
   介護の意義の啓発や介護職員の支援等の事業スタート
	 平成21年度より下記の３つの事業に取り組んでいます。
　�「潜在的有資格者等養成支援事業」／介護福祉士国家試験対策講座、ケアマネー

ジャー試験学習会，介護技術講座等を実施
　�「進路選択等学生支援事業」／学生や教員に福祉・介護の仕事の魅力を伝えるた

めの相談・援助を実施
　�「キャリア形成支援事業」／希望する事業所に教員等が出向き、職員に介護に関

する講座を実施

「私たちの時代」到来！
順風の吹いた21年でした！トピックス

　

◆
国
家
試
験
奮
闘
記

 

決
し
て
諦
め
な
い
こ
と
、

　
　
　
　
　
　
　
き
っ
と
乗
り
越
え
る
こ
と

～ 

卒
業
生
か
ら
在
校
生
へ 

～
　 

　  

作
業
療
法
学
科　
卒
業
生　

廣　
瀬　
友　
理

離職者訓練諸事業２年目がスタート
　平成21年４月にスタートした国の「緊急人材育成支援事業」のひとつ
である「離職者訓練事業」により、昨年の４月、10月にそれぞれ25名、
計50名の訓練生が入学。今年度も50名の入学生を迎えることとなりまし
た。学生たちは社会での経験を生かし、勉学・実習ですばらしい成果を上
げています。今後は、現場で求められるさらに質の高い介護福祉士をめざ
しての努力に期待します。

即
戦
力
と
な
る
「
介
護
福
祉
士
」め
ざ
し
て

・
就
学
コ
ー
ス
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）　
・
就
労
コ
ー
ス
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
）

日
本
語
教
育
で
ア
ジ
ア
の
人
財
を
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
！

平
成
21
年
度
離
職
者
訓
練
事
業
４
月
コ
ー
ス   

１
B　

楠
見　
拓
歩

フィリピン就学生決意表明

健
祥
会
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
徳
島

落
成
式

フィリピン就学生あいさつ
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◆
平
成
八
年
度

４
・
８	�


徳
島
健
祥
会
福
祉
専
門
学
校　
開
学

	�


６
０
０
余
名
に
の
ぼ
る
開
学
を
祝
う
関
係
者
が
臨
席
し
盛
大

に
挙
行
さ
れ
る

５
・
17	

「
公
開
講
座
」
の
開
講

	�


福
祉
の
分
野
で
全
国
的
に
活
躍
し
て
い
る
著
名
人
を
招
き
、

年
間
５
～
６
回
の
講
演
を
行
う

５
・
27 	

「
健
祥
会
時
間
」
開
講

	�


中
村
博
彦
理
事
長
が
自
ら
の
福
祉
に
寄
せ
る
思
い
、
健
祥
会

の
基
本
理
念
に
つ
い
て
熱
く
語
る

11
・
２	

第
一
回
学
校
祭
実
施

	�


文
化
講
演
（
公
開
講
座
）
は
、
日
英
両
国
に
お
け
る
福
祉
の

第
一
人
者
が
講
演
を
行
い
各
イ
ベ
ン
ト
も
大
盛
況

１
・
14	�



ド
イ
ツ
マ
ン
ハ
イ
ム
市
福
祉
団
体
デ
ィ
ア
コ
ニ
ー
と
姉
妹
園

提
携

◆
平
成
九
年
度

４
・
７	

初
の
対
面
式
を
遂
行

	�


学
校
長
か
ら
の
訓
話
の
後
、
上
級
生
の
代
表
が
歓
迎
の
言
葉

を
述
べ
、
新
入
生
代
表
か
ら
仲
間
入
り
の
決
意
表
明

	�


互
に
協
力
し
て
伝
統
づ
く
り
に
励
む
こ
と
を
誓
う

３
・
14	

�

第
一
回
卒
業
証
書
授
与
式
挙
行

	�


県
下
各
高
等
学
校
、
福
祉
施
設
関
係
者
な
ど
多
数
の
来
賓
の

ほ
か
、
保
護
者
及
び
本
校
教
職
員
の
出
席
の
も
と
盛
大
に
挙

行
さ
れ
る

	
�

新
校
舎
お
披
露
目

	�


定
員
40
名
増
に
伴
い
す
す
め
て
い
た
増
築
校
舎
が
12
月
に
竣

工
し
、
第
一
回
卒
業
証
書
授
与
式
の
当
日
に
広
く
関
係
者
に

披
露
さ
れ
る

８
・
25	

�

第
一
回
海
外
研
修
旅
行

	�


中
村
博
彦
理
事
長
を
団
長
に
、
社
会
福
祉
先
進
地
を
訪
れ
、

介
護
福
祉
士
と
し
て
の
自
信
を
深
め
、
自
覚
を
高
め
る
。

◆
平
成
十
年
度

７
・
４	�



開
放
講
座
「
介
護
教
室
」
開
講

	�


徳
島
県
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
か
ら
依
頼
を
受
け
、
学
校

開
放
講
座
を
実
施

12
・
11	

�

立
意
式
を
実
施

	�


理
事
長
か
ら
訓
辞
を
受
け
、
実
習
参
加
へ
の
決
意
を
固
め
る

１
・
６	

�

同
窓
会
発
足

	�


第
一
回
卒
業
生
が
多
数
集
ま
り
、
理
事
長
、
学
校
長
同
席
の

中
、
同
窓
会
が
発
足
す
る

◆
平
成
十
一
年
度

	

学
生
協
バ
レ
ー
・
卓
球
大
会

�	�


徳
島
市
内
の
高
校
・
専
門
学
校
・
大
学
が
加
盟
す
る
徳
島
市

学
生
生
徒
補
導
連
絡
協
議
会
（
学
生
協
）
が
開
催
す
る
ス
ポ

ー
ツ
大
会
に
お
い
て
、
開
学
以
来
学
生
の
活
躍
が
続
く

11
・
14 	�

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
活
躍

	
�

第
七
回
東
四
国
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
第
十
二
回
海
部
オ

ー
プ
ン
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
２
週
連
続
出
場
し
、
ベ
ス

ト
８
進
出
の
好
成
績
を
挙
げ
る

11
・
21	

点
訳
本
を
作
成
し
贈
る

	�
「

障
害
形
態
別
介
護
技
術
」
授
業
か
ら
の
発
展
学
習
と
し
て

点
訳
本
を
共
同
作
成
し
、
県
内
外
の
盲
学
校
に
贈
る

◆
平
成
十
二
年
度

４
・
８	

理
学
・
作
業
療
法
学
科
第
一
期
生
入
学

	
�

本
館
お
披
露
目　

	
�

ま
た
、
創
立
五
周
年
を
記
念
し
て
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ

	
�「

こ
こ
ろ
…21The Beautiful H
earts21

～
」
が
作

ら
れ
、
お
披
露
目
の
席
で
披
露
さ
れ
る

 
５
・
12	

第
一
回
「
五
月
祭
」
開
催

	�


３
学
科
の
連
携
、
親
睦
を
深
め
る
為
に
開
催
「
五
月
祭
」
と

名
づ
け
、
ス
ポ
ー
ツ
や
カ
ラ
オ
ケ
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、

伝
統
的
行
事
と
し
て
継
続
す
る

 

５
・
20	�
グ
ル
ー
プ
創
立
二
十
周
年
記
念
式
典
参
加
者
一
万
人

	�


安
田
祥
子
、
由
紀
さ
お
り
両
人
に
よ
る
シ
ョ
ー
に
参
加
者
陶

酔
す
る

10
・
15	

�

三
世
代
運
動
会
の
協
議
部
門
に
学
生
初
出
場
、
新
風
を
吹
き

込
む

	�


第
19
回
大
会
か
ら
学
生
が
競
技
に
全
員
参
加

	�


ク
ラ
ス
対
抗
リ
レ
ー
な
ど
で
熱
闘
を
披
露
し
、
新
風
を
吹
き

込
む

11
・
３   

三
学
科
合
同
に
よ
る
初
の
学
校
祭
開
催

	�


各
学
科
の
特
色
を
出
し
、
活
気
あ
る
学
校
祭
と
な
る

１
・
１	

�

新
設
の
健
祥
苑
で
「
二
十
一
世
紀
を
祝
う
会
」
を
開
催
、
新

し
い
世
紀
を
祝
う

	�


グ
ル
ー
プ
職
員
に
学
生
た
ち
も
加
わ
り
、
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

仕
か
け
、
打
ち
上
げ
花
火
、
祝
杯
等
で
歴
史
的
瞬
間
を
祝
う

◆
平
成
十
三
年
度

７
・
23	

��

理
学
・
作
業
療
法
学
科
生
初
の
海
外
研
修
旅
行
に
出
発

	
�

12
日
間
の
研
修
で
成
果
を
上
げ
る

11
・
19	

�

理
学
・
作
業
療
法
学
科
生
２
週
間
に
わ
た
る
臨
床
評
価
実
習

に
出
る

 

◆
平
成
十
四
年
度

 

５
・
７	��

理
学
・
作
業
療
法
学
科
は
じ
め
て
の
長
期
臨
床
実
習
一
期
・

二
期
、
各
９
週
間
の
現
場
で
の
実
習
が
は
じ
ま
る

７
・
23	

�

平
成
十
四
年
度
の
理
学
・
作
業
療
法
学
科
の
海
外
研
修
旅
行

	�


９
日
間
で
、
北
欧
の
デ
ン
マ
ー
ク
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
そ
れ
に

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
訪
問
し
た

８
・
28	

�

介
護
福
祉
学
科
の
海
外
研
修
は
、
ド
イ
ツ
・
ス
イ
ス
へ
先
進	

�

施
設
見
学

	
�

現
地
学
生
た
ち
と
の
異
文
化
交
流 

歴
史
探
訪
、
自
然
観
賞

な
ど
、
10
日
間
の
異
国
の
旅
は
強
烈
な
印
象
を
そ
れ
ぞ
れ
学

生
の
心
に
刻
み
付
け
た

11
・
２	

��

第
七
回
学
校
祭
開
催

�	�


学
校
祭
文
化
講
演
と
し
て
初
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
き
各
界

の
著
名
な
ス
ポ
ー
ツ
人
を
招
く

３
・
８	

�

理
学
・
作
業
療
法
学
科
一
期
生
卒
業

	
�

三
学
科
揃
っ
て
の
卒
業
式
と
な
る

◆
平
成
十
五
年
度

４
・
14	

�

第
38
回
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
国
家
試
験
に
理
学
療
法
・

作
業
療
法
学
科
の
一
期
生
全
員
合
格

９
・
30	

�

自
己
点
検
・
評
価
を
実
施

10
・
18	

�

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
徳
島
二
〇
〇
三
に
介
護
福
祉
学
科
２
年
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加

11
・
８	

�

多
目
的
ホ
ー
ル
健
祥
会
パ
ー
ト
ナ
ー
落
成 

	�


広
範
な
用
途
に
対
応
す
る
設
備
と
広
い
フ
ロ
ア
を
も
つ
講
堂

兼
体
育
館
が
落
成　
関
係
者
一
三
〇
〇
人
が
出
席

12
・
14	

�

フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
を
実
施
す
る

	�


教
員
の
指
導
能
力
の
向
上
を
図
る

３
・
10 	�

卒
業
生
と
語
る
会
を
開
催
す
る

◆
平
成
十
六
年
度

４
・
１	

�

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
一
部
改
定
し
、
教
育
内
容
の
充
実
を
は
か

る

７
・
２	

�

九
日
間
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
で
介
護
福
祉
学
科
海
外
研
修
を

行
う

	
�

セ
ー
ヌ
川
か
ら
見
た
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
た
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
に
感

動
し
、
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
、
ベ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
と
歴
史
あ
る
建

物
を
自
分
の
目
で
見
た
こ
と
は
一
生
の
思
い
出
と
な
っ
た

７
・
22	

�

８
日
間
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
で
理
学
・
作
業
療
法
学
科
海
外

研
修
を
行
う

	
�

デ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
州
立
理
学
療
法
士
養
成
学
校
を
訪
問

し
、
実
習
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
参
加　

リ
ハ
ビ
リ

専
門
病
院
も
見
学

３
・
12	

�

第
八
回
卒
業
式
・
謝
恩
会

	�


卒
業
記
念
品
と
し
て
、
図
書
室
へ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
装
置
・

書
架
が
寄
贈
さ
れ
、
図
書
室
の
利
用
の
効
率
化
・
充
実
が
図

ら
れ
た

◆
平
成
十
七
年
度

５
・
１	

�

福
祉
・
医
療
の
シ
ゴ
ト
体
験
会
開
始

６
・
５	

�

グ
ル
ー
プ
創
立
二
十
五
周
年
記
念
式
典

	�


多
く
の
関
係
者
列
席
の
元
、
ア
ス
テ
ィ
徳
島
を
会
場
に
健
祥

会
グ
ル
ー
プ
創
立
二
十
五
周
年
を
祝
っ
た

７
・
１	

�

介
護
福
祉
学
科
海
外
研
修

	
�

ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
に
研
修　
「
人
間
尊
重
」・「
自

立
支
援
」・「
地
域
福
祉
」
を
重
視
し
た
具
体
的
な
介
護
を
学

ぶ

８
・
８	

�

介
護
技
術
講
習
会
始
ま
る

11
・
５	

�

第
十
回
学
校
祭

　
　
６	

�

学
生
主
体
で
企
画
・
運
営
が
行
わ
れ
る
秋
の
恒
例
行
事

	�
「

愛
☆
健
祥
会
博
～H

eart to heart

未
来
は
僕
ら
の
手
の
中

に
～
」
を
テ
ー
マ
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
る

３
・
５	

�

第
41
回
理
学
療
法
士
・
作
用
療
法
士
国
家
試
験

	�


後
輩
た
ち
の
励
ま
し
を
受
け
、
受
験
へ
向
か
う

３
・
11	

�

第
九
回
卒
業
式
・
謝
恩
会

　
　
　
　
　
　

◆
平
成
十
八
年
度

８
・
16	

�

卒
業
記
念
品
と
し
て
寄
贈
さ
れ
た
二
宮
金
次
郎
像
の
除
幕
式

が
行
わ
れ
た

９
・
20	

�

Ｆ
Ｄ
研
修
実
施

３
・
６	

�

卒
業
生
と
語
る
会

３
・
８	

�

第
十
回
卒
業
式
・
謝
恩
会

	�


卒
業
記
念
品
と
し
て
、卒
業
生
よ
り
一
号
館
図
書
室
に
書
架・

閲
覧
テ
ー
ブ
ル
が
寄
贈
さ
れ
図
書
室
の
充
実
が
図
ら
れ
た

◆
平
成
十
九
年
度

４
・
10	

�

第
42
回
理
学
・
作
業
療
法
士
国
家
試
験
合
格
発
表

	
�

理
学
療
法
学
科
卒
業
生
全
員
合
格
達
成

３
・
４	

�

第
一
回
教
育
・
保
育
フ
ェ
ス
タ
開
催

◆
平
成
二
十
年
度

４
・
７	

�

第
43
回
理
学
・
作
業
療
法
士
国
家
試
験
合
格
発
表

	�


理
学
療
法
学
科
卒
業
生
２
年
連
続
全
員
合
格
達
成

３
・
31	

�

第
44
回
理
学
・
作
業
療
法
士
国
家
試
験
合
格
発
表

	�


理
学
療
法
学
科
卒
業
生
３
年
連
続
１
０
０
％
合
格
達
成

◆
平
成
二
十
一
年
度

４
・
１	

�

保
育
福
祉
学
科
開
設

４
・
４	

�

第
十
四
回
入
学
式

	
�

平
成
二
十
年
度
卒
業
記
念
の
二
宮
金
次
郎
像
除
幕
式

	
�

介
護
福
祉
学
科
に
離
職
者
訓
練
事
業
で
の
入
学
受
け
入
れ

10
・
７	

�

介
護
福
祉
学
科
離
職
者
訓
練
事
業
10
月
コ
ー
ス
入
学
式

３
・
13	

�

第
十
三
回
卒
業
式
・
謝
恩
会

	�


卒
業
記
念
品
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
装
置
が
図
書
室
に

設
置
さ
れ
、
図
書
室
の
充
実
が
図
ら
れ
た

３
・
20	

�

健
祥
会
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
徳
島
落
成

	�


フ
ィ
リ
ピ
ン
Ｅ
Ｐ
Ａ
就
学
コ
ー
ス
介
護
福
祉
士
候
補
生
入

校
・
歓
迎
式

徳
島
健
祥
会
福
祉
専
門
学
校
の
あ
ゆ
み


